
3)集合場所：現地(樋合海水浴場の駐車場)パールサンビーチ 

4)募集人員：100 名 

5)受付方法：電話予約 天草ビジターセンター TEL 0969-56-3665 

開催目の 3 日前までに申し込むこと。但し定員になり次第締め切り。 

6)参 加 料：一人 500 円(保険料含む) 

7)持 参 品：海ほたるを入れる容器(ジャム等の入っている広口のビン)捕獲用の網をお持ち

の方は、ご持参下さい。服装については、足は膝まで出せる服装が良い。海の中に入って

海ほたるを捕獲するので、濡れても良い服装。 

8)内  容 19:00 受付開始 19:30 開会・海ほたるについて説明・諸注意 

   19:45 海ほたる観察会開始(海ほたるを観察したり、捕獲したりする) 

   21:00 終了・解散 

※時間はあくまで目安です。予定通り進行しない場合がございます。※悪天候の場合、当

日の午前中に中止の連絡をいたします。 

主  催：熊本県天草ビジターセンター(NPO 法人上天草アクティブセンター)、熊本大学沿

岸環境科学教育研究センター合津マリンステーション、市民ボランティア「フィールド・

スター」・天草パークボランティア協会 

後  援：天草漁業協同組合上天草総合支所・上天草市 

 

 

 

漂着昆虫と海浜性昆虫 

漂着した色々な昆虫類 

  2011 年 5 月末に、早々と台風 2 号が紀伊半島沿岸に影響を与えた。熱帯系のサツマゴ

キブリのように台風の影響で過去に漂着した昆虫類には、大きなオニヤンマの仲間が１個

体、2004 年８月 28 日に満潮線に横たわっていた。アカトンボ類は時々漂着するが、この

類は初めてだった。しかし、普通種のオニヤンマで、体長 10cm ほどもあり、日本のトンボ

類では最大種である。日本全国にいるが、南西諸島には南方系の４種の近縁種（カラスヤ

ンマ、ミナミヤンマ、オキナワミナミヤンマ、タイワンヤンマ）が分布する。生きている

時は、いずれも澄みきった緑の大きな目をもち、小さな虫を捕まえて食べている。この緑

の複眼は、１万個の小さな目が集合したもので、上半分は遠くを、下半分は近くを見ると

いう遠近両用のすぐれものだ。 

オニヤンマは、産卵も独特のやり方をする。雌が単独で、流れの緩やかな浅瀬に体を



垂直に立て、長い産卵管を砂泥中に突き刺して産む。長い場合、10 分もかけて飛び上がっ

たり、降りたりの上下運動を繰り返す。他には、河川の中流にいるコオニヤンマのヤゴ（乾

風 登氏同定）をはじめ、アゲハチョウやクマゼミ、背中に紋のあるアトモンアオゴミム

シ（和歌山県立自然博物館の的場 績氏同定）などが流れ着いた。 

北浜”に，稀だが、アケビコノハの翅だけが打ち上がることがある．一度に複数個体

の翅が漂着した記録がある．２個体は表側が枯葉にそっくりな前翅で，残りの１個体は独

特の斑紋をもった後翅で，“北浜”の船着場脇の砂の上に 2008 年 11 月 26 日の午後に打ち

上がっていた（図）．それらは，風波によって１箇所に集められていた．その前後の日に

はアケビコノハの打ち上げは見られなかった．しかし，既に同年 11 月 15 日に１個体の後

翅が“北浜”で打ち上がっていた．この 11 月には上記の 4 日の他に７，10，12，28，29

日にも調査したが，それら５日間にアケビコノハの漂着は見られなかった（久保田, 2009）． 

アケビコノハは果実を吸汁するヤガ科の一種で，さまざまな果樹の実る季節に多く発

生する．しかし，実験所構内およびその付近で本種の成体や幼虫を目撃したことはない．

今回のように他地域でも浜辺に翅が打ち上がることがあるのかは不明だが，当地域では，

海岸への漂着が起きやすい何らかの要因があるものと推察される． 

 

“北浜”でみかける昆虫類 

   海岸の満潮線付近には打ち上げ物がよくたまっている。そのような所で頻繁に見か

けるのが、甲虫のゴミムシダマシ類で、筆者が調査している漂着物と密接な関係にある。

海産動物の乾燥した死骸などを食べており、いわば“海岸の掃除屋”である。北浜では、

ハサミムシやウミベアカバネハネカクシなども見かけるが、それらより動きがのろいのが

ニセハマヒョウタンゴミムシダマシだ。この甲虫は人の気配を感じると砂に潜って逃げて

しまう。だが、潜っても深くは潜行しないので、居場所がすぐ分かり、容易に採集できる。

北浜では、2000 年に初めてこの甲虫の存在に気がついて以来、毎年、きまって見かける。

このような観察は、南紀生物同好会の「くろしお」誌 22 号に、的場績氏と一緒に報告した

（久保田・的場, 2003）。 

  ゴミムシダマシ科は、甲虫類の中では形態が最も変化に富んでいる分類群であるが、

色彩は地味で黒色や黒褐色の単一色のものが大半である。ちなみに、この科の名称は、「黒

い虫」という意味。和名はゴミムシ科とよく似たものが多いことによる。海岸の砂浜で生

活するこの仲間には、他には、ホネゴミムシダマシやホソハマゴミムシダマシなどが知ら

れている。ウミアメンボ類のように海中にこそ進出していないものの、海辺に進出した虫



として、海浜には、ハン

ミョウ類、オサムシ類、

ゾウムシ類、シデムシ類

などに海浜性の種がいく

つか知られている。 

 

図.  和歌山県白浜町の

京都大学瀬戸臨海実験所

“北浜”に漂着したアケ

ビコノハの翅 

 

 

４．事務局便り： 

●この「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思

われる方は事務局までご連絡ください。 

●企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

●このメールマガジンは、毎月 1 日と 16 日の 2 回発行の予定ですが、都合によって遅延や

中止もあります。配信を希望する方、送りたい方がありましたらアドレスをお知らせく

ださい。また、パソコンを使えない環境の方には印刷体でもお届けします。その場合は、

郵送料をご負担していただくことがあります。 

●このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでい

ただくために転送をお願いします。ただし写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡

ください。海の生き物や守る運動についての情報など、また各地で行われている海の生物

の観察会、研修会、その他の行事に関する情報もお寄せください。「うみひるも」のバック

ナンバーは、ホームページからダウンロードできます。 

●本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催

をお手伝いできる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ごい

っしょに講演会や観察会をしたいと思われる団体からも提案をお受けします。 

●本会への寄付をお寄せください。寄付も会費も同じ銀行口座「ゆうちょ銀行 口座番号：

１０６１０－６６７３０２１ 海の生き物を守る会」へお送りください。なお、送金さ

れる場合は、送金の内容について事務局にお知らせ下さい。 

 

５．編集後記 

4 年前の 7 月 1 日に、海の生き物を守る会は発足しました。初めは、会員も一桁台。あれ


